
2008 年度日本雪氷学会極地雪氷分科会 

オーガナイズドセッションおよび総会プログラム 
 

日時：２００８年９月２５日（木）１５：３０～１７：３０ 

会場：東京大学 本郷キャンパス 工学部 2号館212講義室（B会場） 

Ｉ.オーガナイズドセッション 

「南極観測隊報告およびドームふじ観測計画の主要な成果」 １５：３０～１７：００ 

趣旨説明 会長 本山秀明 （極地研） 

１．第 48 次南極地域観測隊（越冬隊）報告 福井幸太郎（極地研）・中澤文男（極地研）30 分 

２．日本―スウェーデン共同トラバース隊報告  

藤田秀二(極地研)・榎本浩之（北見工大）30 分 

３．ドームふじ観測計画報告  

プロジェクト概要      本山秀明（極地研）15 分 

深層コア解析の主要な成果  東久美子（極地研）15 分 

 

II.総会 １７：００～１７：３０  

１．事業報告 

   南極観測将来計画検討 WG 報告 本山秀明（極地研）   5 分 

   国際対応幹事報告 杉山 慎（北大低温研）      5 分 

   ホームページ対応幹事報告 舘山一孝（北見工大）   5 分 

２．会計報告 亀田貴雄（北見工業大学）         5 分 

３．役員改選                      5 分 

４．その他                        5 分 

 

 

●オーガナイズドセッションの概要 

「南極観測隊報告およびドームふじ観測計画の主要な成果」 
2007 年 1 月から 1 年間の越冬観測を実施した第 48 次南極地域観測隊および 2007 年 11 月から 08 年

1 月まで東南極氷床上で実施した日本―スウェーデン共同トラバース観測の概要を報告してもらいます。

また、2007 年 1 月に 3035.22m（おおよそ 72 万年前に相当）までの深層掘削に成功したドームふじ観測

計画の概要および得られた深層コアの主要な解析結果も報告してもらいます。 
 

 


